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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、聴覚障害のある女性個人の生活構造に焦点を当てて、彼女たちの社
会参加における聴覚障害の側面、手話言語の側面、ジェンダー(女性)の側面 それぞれの課題を索出し、聴覚障
害のある女性が置かれている状況を改善するための条件を明確にすることである。文献調査と面接調査により、
聴覚障害女性の置かれてきている境遇や日常生活の様子を掘り起こし、また微細な心情を聞き取ることができ
た。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to focus on the life structure of deaf 
women, and to find out the challenges of their social participation in terms of deaf, sign language,
 and gender (female), and clarify the conditions for improving the situation in which deaf women are
 placed. Through literature research and interviews, I was able to unearth the circumstances and 
daily lives of deaf women, and to hear their subtle feelings.

研究分野： 社会学

キーワード： 聴覚障害　手話言語　女性学・ジェンダー　エンパワメント　ワークライフバランス

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
聴覚障害女性当時者の視点から、聴覚障害者の男性女性それぞれの違いに着目した研究開発の発展に寄与し、わ
が国の聴覚障害教育および障害者支援の更なる向上にとって大きな意義を持つと考える。そして、研究者間にと
どまらず、地域社会との連携を図ることで、ジェンダー平等と女性のエンパワメント支援および生涯にわたるキ
ャリア形成支援の取組みは更に発展し、大学コミュニティや大学と地域との連携コミュニティのパフォーマンス
向上および更なる大学・地域の発展に寄与するものと期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１． 研究開始当初の背景 

わが国において障害のある女性は、個々人のさまざまなライフイベントに加えて女性とい

う性による社会的ジェンダー差や障害を持つことの複合化により様々な課題を抱えている

と言われている。日本政府が 2014 年に批准した国連障害者権利条約に障害のある女性の完

全な発展と地位の向上およびエンパワメントを確保することを目的とした条文（第 6 条:「障

害のある女性」）が含まれており、今後障害のある女性の課題解決に向けた政策の推進が望

まれている。実証に基づいたジェンダー課題の索出と整理を行い、聴覚障害女性のエンパワ

メント支援のあるべき姿を明確にすることができると考えている。また、国内にとどまらず

海外における研究や取組みの動向も併せて把握していくことで、わが国における今後の聴

覚障害女性に関する研究のための学際的な手段の整理と研究開発の発展に寄与することが

できると考える。そして、地域ネットワークを適切に活用し聴覚障害者を取り巻く社会環境

的状況や制度などの社会資源を無駄なく相互利用できるような取組みを行っていきたいと

考えている。 

 

２． 研究の目的 

わが国の聴覚障害女性個人の生活構造に焦点を当てて、彼女たちの社会参加における 聴覚

障害の側面、手話言語の側面、ジェンダー（女性）の側面それぞれの課題を索出し、聴覚障

害女性が置かれている状況を改善するための条件を明確にすることを目的とする。  

 

３． 研究の方法 

まず、文献調査および欧米現地調査におけるろう女性学専門家へのヒアリングを通して国

際的な動向を把握する。そして、国内における聴覚障害女性が置かれている実態を明らかに

するための面接調査を実施する。次に、面接調査で得られるデータを分析して、聴覚障害女

性の生活構造の類型化を行い、文献調査データと照合して分析し、結論を出す。最後に、本

研究の結果をデータベース化して教育の教材としても使えるようにする。 

 

４． 研究成果 

日本および欧米を中心に、聴覚障害女性に関して、文献資料をはじめ活動報告書や政策文書、

カリキュラム、生活実態報告書等の収集と分析を行い、聴覚障害女性を取り巻く国際的な研

究動向を把握した。その上で、就労経験のある成人の聴覚障害女性を対象に、聴覚障害女性



を取り巻く諸問題(家庭・教育・キャリア・地域活動等)、聴覚障害女性たちの状況を決定づ

けている条件、彼女たちが感じる差別感を生み出している心理的要因とそれらが生み出さ

れる過程、差別感から解放された過程などの側面においても聞き出しを行い、映像に録画し

て逐語録を作成した。文献調査データと面接調査データを相互に関連させながら分析と解

釈を重ねた上、データを整理してデータベース化を行い、聴覚障害女性の類型化された生活

構造を分析した。研究成果のまとめとして、データの一部を啓発動画と啓発資料として作成

し、インターネット上への公開を行い、本研究の取組みを広く一般に周知した。  
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